
「はじめの100か月の育ちビジョン」を踏まえた
取組の推進
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幼児期までのこどもの育ち部会

令和６年７月22日
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「はじめの100か月の育ちビジョン」を踏まえた取組の推進における現状と今後の方向性

今後の方向性現状取組

 本ビジョンのさらなる広報を図るため、「こどもま
んなかアクション」リレーシンポジウムなどと連
携し、全国各地でのイベントにおける周知や、幅
広い外部メディアとのタイアップなどを通じて、効
果的なPRを展開。

 あわせて、本ビジョンを踏まえた具体的な行動
を促進するため、保護者・養育者や関心層を始
めとした社会全体の様々な立場の人々にわかり
やすく訴求する普及啓発資料（動画やハンド
ブック）を制作・公表する。

 一般向けの広報動画・パンフレット、こど
もに関わる専門職向けの研修動画・ガ
イドブックを制作・公表済み。

 デジタル広告や子育て世帯向けのWeb
メディアとのタイアップ、政府広報ラジオ、
などで、本ビジョンの広報を進めている。

 本ビジョンの社会的な認知度が依然とし
て低いため、認知度の向上に向けてさら
なる周知の強化が必要。

①「はじめの100か月の
育ちビジョン」の普及啓発

 全国10地域のモデル団体から選出された受講
者にコーディネーター研修（オンデマンド講義＋
ワークショップ＋現地視察によるフォローアップ）
を実施し、各地での具体的な実践につなげる。

 各モデル団体において、自治体を始めとした関
係者と連携しながら、地域に根差した多様な
コーディネーターの活動を展開するとともに、そ
の効果を検証する。

 全体統括事業者（全国認定こども園協
会）において、有識者による委員会を立
ち上げ、コーディネーター研修の実施な
どに向けて調整中。

 全国10地域のモデル団体において、先
進事例の創出に向けた活動計画の作
成やコーディネーターの選出などに着手
済み。

②「はじめの100か月の
育ちビジョン」地域コーディ
ネーターの養成

 先行研究の調査・整理・分析や、現地調査・ヒア
リング・アンケートの実施などを進め、「アタッチ
メント（愛着）」や「遊びと体験」が乳幼児の育ち
に与える影響や、妊婦や乳幼児とその保護者を
取り巻く生活の実態などを調査し、その結果を
わかりやすく調査報告書にとりまとめ、公表する。

 「乳幼児との関わり」や「乳幼児の遊びと
体験」に関する調査研究、乳幼児を取り
巻く生活の実態調査について、それぞ
れ着手済み。

 今後、有識者による委員会において、調
査研究の方向性などを検討。

③「はじめの100か月」の
育ちに関する調査研究



③ 科学的知見の充実・普及（調査研究）【R５補正予算】
「はじめの100か月の育ちビジョン」を踏まえ、日常の生活や経験における幼児期までのこどもの育ちの質の向上を促進する、科学的知見の
充実及び普及を目的とする調査研究を実施。（テーマ例:外遊び、絵本、音楽・造形、スマホ・デジタル機器に係る推奨環境や留意点等）

令和６年度予算概算要求に関する課題と対応方針 【成育局成育基盤企画課】令和６年度予算概算要求に関する課題と対応方針 【成育局成育基盤企画課】「幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン」策定後の具体的な取組推進

２ 事業の概要・スキーム

１ 事業の目的
「幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン」（以下「はじめの100か月の育ちビジョン」）の認知拡大に加え、全ての人の具体的な取組を推
進する必要がある。そのため、国民運動「こどもまんなかアクション」と連携し、「国民一人一人の具体的行動促進」「地域等の特色を活かし具体的活
動を推進する人材養成」「科学的知見の充実・普及（調査研究）」を一体的に推進。これらを３年間で集中的に実施し、各地域における自律的な取組に
つなげていくことで、全ての人の具体的行動の促進を通じて社会全体の認識を共有し、全てのこどもの「はじめの100か月」（※）の育ちを支え、生涯
にわたるウェルビーイング（身体的・精神的・社会的に幸せな状態）の向上を実現する。
※「はじめの100か月」:本ビジョンのキーワードとして、母親の妊娠期から幼保小接続の重要な時期（いわゆる５歳児～小１）までがおおむね100か月であり、これらの重要な時期に着目。

【実施主体】民間企業・団体等
【委 託】①民間企業等 ②全体統括事業者 及び自治体・民間団体等10か所程度（475万円/1件あたり） ③学術機関、民間企業等（計3件程度）

② 地域等の特色を活かし具体的活動を推進する人材養成【R５補正予算】
地域等の特色を活かして、こどもの育ちに関する具体的活動を推進する人材（コーディネーター人材）を全国的に養成。そのため、
・期待される活動例や、実施に求められるスキルなどをまとめたハンドブックや動画教材等の研修コンテンツを開発するとともに、
・複数の実証地域等（※）を指定し、具体的活動を推進する先進事例を創出。

※実証地域等は「こどもまんなか応援サポーター宣言」実施を想定。地域を越えて効果的にその特色を活かして活動を推進できる場合は
民間団体等も可。
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推進対象:「こどもの誕生前から幼児期まで」の育ちの充実に資する取組

成育局 成育基盤企画課

① 国民一人一人の具体的行動促進

①－１ 効果的広報を通じた普及啓発
【Ｒ６当初予算】
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①－２ 具体的行動に活かせるコンテンツ作成等【R５補正予算】
✓保護者・養育者
⇒こどもの育ちを見る視点や乳幼児との関わり方についての専門知も参考に
「こどもの育ち」を学習できるハンドブック・動画等作成

✓関心層（「こどもまんなか応援サポーター宣言」をする層含む）
⇒こどもの育ちに関する基礎知識と、具体的行動のヒントになるガイドブック・
動画等作成（→国民運動における「#こどもまんなかアクション」の充実）

「はじめの100か月の育ちビジョン」の
詳細な内容について周知
（幅広い層を対象にした動画の作成、
メディアを活用した積極的な発信等）

令和６年度当初予算 0.4億円（0.4億円）＋ 令和５年度補正予算額 1.2億円

３ 実施主体等
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①「はじめの100か月の育ちビジョン」の普及啓発
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「はじめの100か月の育ちビジョン」の広報（取組状況①）

 令和５年12月に新たに策定された「はじめの100か月の育ちビジョン」を一般向けに広く周知するため、ビジョンの内容
をわかりやすくまとめたパンフレットや動画等を作成し、こども家庭庁・政府広報HPやデジタル広告等で広報。

▼紹介動画（３分）（こども家庭庁HP・YouTube）
「はじめの100か月の育ちビジョン」紹介動画

https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo_sodachi

＜「はじめの100か月の育ちビジョン」HP（「はじめの100か月」で検索）＞

▼パンフレット（こども家庭庁HP）
「はじめの100か月の育ちビジョン」パンフレット

▼PR動画（６秒）（こども家庭庁HP・デジタル広告）

動画①：『はじめの100か月』が生涯の幸せ
につながっていくって、知ってますか？

動画②：こどもには、いろいろな人や
モノとの出会いが大切なんです。

動画③：『こどもまんなか』を一緒に
目指していきませんか？

▼杉浦太陽・村上佳菜子 日曜まなびより（政府広報HP）
政府広報ラジオ「日曜まなびより」

▼子育て世帯向けメディア「ぎゅってWeb」とのコラボ

「ぎゅってWeb」対談記事

大豆生田教授（玉川大学）
×岡﨑編集⾧（ぎゅって）
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「はじめの100か月の育ちビジョン」の広報（取組状況②）

 令和５年12月に新たに策定された「はじめの100か月の育ちビジョン」を踏まえ、幼児教育・保育等の現場で具体的な実
践に活かせるように、こどもに関わる専門職※に向けて、ビジョンをQ＆A形式で紹介する研修ガイドブック・動画を公開。

※保育者や子育て支援員、医療関係者（医師・保健師・助産師・看護師など）、カウンセラーやソーシャルワーカー、民生委員・児童委員など。

https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo_sodachi

＜「はじめの100か月の育ちビジョン」HP（「はじめの100か月」で検索）＞

▼研修ガイドブック（こども家庭庁HP）
「はじめの100か月の育ちビジョン」研修ガイドブック

▼研修動画（15分）（こども家庭庁HP・YouTube）
「はじめの100か月の育ちビジョン」研修動画
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「はじめの100か月の育ちビジョン」普及啓発事業 令和６年度の方向性

１．保護者・養育者向けの動画（３分程度×３本）・ハンドブック（A4×10P程度）の作成

「はじめの100か月の育ちビジョン」を踏まえ、保護者・養育者の具体的な行動につながる
ようなメッセージを身近な例を交えて発信。保護者・養育者の気づき・学びを促すとともに、
保護者・養育者を必要な子育ての支援・応援につなげていく。

【テーマ案】
①ビジョン１：乳幼児の様々な思いや願いに寄り添い、それを尊重することの大切さ
②ビジョン２：乳幼児期における「アタッチメント（愛着）」や豊かな「遊びと体験」の重要性
③ビジョン３～５：乳幼児の保護者・養育者が地域社会や子育て支援につながることの必要性

２．関心層向けの動画（３分程度×３本）・ハンドブック（A4×10P程度）の作成

「はじめの100か月の育ちビジョン」を踏まえ、関心層（乳幼児やその保護者・養育者、こどもに関わる専門
職以外の人々／乳幼児の育ちに関心を持ち得る層）の具体的な行動につながるようなメッセージを身近な例を
交えて発信。それぞれの立場から、乳幼児の育ちを支援・応援するアクションを促していく。

【テーマ案】
①乳幼児×学校（学童期からの乳幼児との触れ合い体験の推進）
②乳幼児×職場（乳幼児の保護者・養育者が働きやすい職場環境づくり）
③乳幼児×地域（乳幼児と多世代の地域住民との交流の促進）
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※現時点での想定（今後、企画委員会での検討などを踏まえて変更する可能性あり）

※本事業は（株）JTBコミュニケーションデザインに委託して実施



「こどもまんなかアクション」と連携した「はじめの100か月」の広報

今年度、全国各地で「こどもまんなかアクション」リレーシンポジウムが
開催されるにあたって、「はじめの100か月の育ちビジョン」の広報（パンフ
レットの配布等）を行うなど、「こどもまんなかアクション」と連携。
既に、山形県・群馬県前橋市におけるリレーシンポジウムで本ビジョンも

広報済み。

○「こどもまんなかアクション」リレーシンポジウムinやまがた
・日時：令和6年6月29日（土）10時00分～16時00分 ※「子育て応援団すこやか2024」と同時開催
・場所：山形国際交流プラザ（山形ビッグウイング）
・内容：
①こども政策担当大臣による講演
②その他体験型イベント 等

・主催：子育て応援団実行委員会
共催：こども家庭庁

○「こどもまんなかアクション」リレーシンポジウムin前橋
・日時：令和6年7月4日（木）15時00分～16時00分
・場所：群馬会館
・内容：
①こども政策担当大臣による基調講演
②前橋市⾧・前橋商工会議所・大学生らによる
パネルディスカッション

・主催：前橋市、前橋市教育委員会、前橋商工会議所
協力：こども家庭庁
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②「はじめの100か月の育ちビジョン」
地域コーディネーターの養成
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